
1994年 出上の木簡

4  3

京
都
。
長
岡
京
跡

ω

１
　
所
在
地

２
　
調
査
期
間

発
掘
機
関

調
査
担
当
者

５
　
遺
跡
の
種
類

一　
京
都
府
向
日
市
鶏
冠
井
町
上
古
、
二
　
鶏
冠
井
町
西

金
村
、
三
　
寺
戸
町
上
町
田
、
四
　
鶏
冠
井
町
極
楽
寺

一
　

一
九
九
四
年

（平
６
）
四
月
―
七
月
、
二
　
一
九
九

四
年
二
月
１

一
二
月
、
三
　
一
九
九
四
年
五
月
―
八
月
、

四
　
一
九
九
五
年

一
月
１
二
月

①
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

一
、
梅
本
康
広
　
一
一、
中
島
信
親
　
一二
、
松
崎
俊
郎
　
四
、

國
下
多
美
樹

都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
長
岡
京
期

（七
八
四
―
七
九
四
年
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

一
九
九
四
年
度
に
長
岡
京
跡

部
　

、
新
た
に
木
簡
の
出
土
し
た

姉

調
査
は
七
作
あ
る
。
左
京
域
六

潮

作
、
右
京
域

一
件
で
、
発
掘
調

て

査
は
三
機
関
に
わ
た
る
。
こ
の

う
ち
、
側
長
岡
京
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
担
当
し
た
右
京
第
四
八
八
次
調

査
で
は
、
今
里
車
塚
古
墳
周
濠
か
ら
木
簡
が
出
土
し
た
。
長
岡
京
期
前
後
の
遺

物
と
判
断
し
て
、
便
宜
的
に
長
岡
京
跡
①
に
収
載
す
る
。
な
お
こ
の
他
に
、
同

セ
ン
タ
ー
が
担
当
し
た

一
九
九
三

・
九
四
両
年
度
に
わ
た
っ
た
左
京
第
三
二
六

次
調
査
出
土
木
簡
も
、
本
号
で
併
せ
て
報
告
す
る
。

本
稿
は
⑪
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
担
当
し
た
四
件
の
報
告
で
あ
る
。

一　
左
京
二
条
二
坊
十
町
、
推
定
東
院
跡

（左
京
第
三
二
人
次
調
査
）

調
査
地
は
桂
川
起
源
の
氾
濫
原

・
沖
積
低
地
に
位
置
す
る
。
標
高
は
、
長
岡

京
期
遺
構
面
で

一
三

・
Ｏ
ｍ
を
測
る
。

左
京
二
条
二
坊
十
町
に
つ
い
て
は
、　
一
九
九

一
年
か
ら
始
ま
っ
た
三
次
に
及

ぶ
調
査

（約
六
〇
〇
〇
ぽ
）
で
、
内
裏
特
有
の
建
築
様
式
を
も
つ
建
物
群
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
建
物
群
は
、
宅
地
全
体
に

一
〇
尺
方
眼
上
に
割
り

付
け
ら
れ
、
相
互
に
整
然
と
柱
筋
を
そ
ろ
え
て
い
る
。
こ
の
宅
地
は
内
郭
構
造

を
と
り
、
内
郭
施
設
と
し
て
特
殊
な
建
造
物
を
も
ち
、
内
裏
の
真
東
に
あ
る
と

い
う
位
置
関
係
か
ら
離
宮
と
考
え
ら
れ
た
。
『
日
本
紀
略
』
延
暦
十
二
年

（七

九
一こ

正
月
庚
子
条
に
見
え
る
、
平
安
遷
都
準
備
の
た
め
桓
武
天
皇
が
移
居
し
、

仮
内
裏
と
し
て
機
能
し
た

「東
院
」
で
あ
る
可
能
性
が
想
定
さ
れ
た
。

今
回
の
調
査
は
、
西
外
郭
西
半
部
分
を
対
象
と
し
た
。
既
往
の
調
査
成
果
を

含
め
る
と
、
西
外
郭
に
は
、
先
ず
掘
立
柱
建
物
三
棟
と
井
戸

一
基
で
構
成
さ
れ

る
施
設
が
設
置
さ
れ
、
後
に
水
は
け
の
よ
い
広
場
に
改
変
さ
れ
て
い
る
状
況
を

明
ら
か
に
し
た
。



木
簡
は
、
西
外
郭
南
面
築
地
塀
に
伴
う
北
側
の
雨
落
溝

（Ｓ
Ｄ
一
一一ハ
五
六
〇
）

か
ら
、
削
婿
が
出
土
し
た
。
遺
存
状
況
が
極
め
て
悪
く
、
数
点
の
細
片
に
分
か

れ
る
が
、
本
来
は
同

一
簡
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
主
要
な
共
伴
遺
物
と
し
て

は
、
長
岡
宮
式
七
七
三
二
Ｅ
型
式
軒
平
瓦
の
完
形
品
を
は
じ
め
と
す
る
瓦
類
や
、

墨
書
土
器

（須
恵
器
杯
身

「案
」、
須
恵
器
杯
蓋

「雑
釘
…
・と
）
な
ど
が
あ
る
。

一
一　
左
京
二
条
三
坊
六

・
七
町
、
二
条
条
間
大
路

（左
京
第
三
四
一
次
調
査
）

調
査
地
は
標
高

一
四

・
五
ｍ
前
後
の
沖
積
低
地

（氾
濫
原
）
に
位
置
し
、
長

岡
京
で
は
、
二
条
条
間
大
路
と
こ
れ
を
挟
む
左
京
二
条
三
坊
六

・
七
町
に
相
当

す
る
。

二
条
条
間
大
路
は
溝
心
々
間
二
四

・
八
ｍ
を
測
る
。
六
町
内
で
は
、
桁
行
五

間
×
梁
間
二
間
、
桁
行
三
間
×
梁
間
二
間
で
、
共
に
南
に
廂
を
も
つ
東
西
棟
掘

立
柱
建
物
二
棟
、
柵
列
二
条
、
井
戸

一
基
な
ど
を
検
出
し
た
。
調
査
で
は
、
六

町
の
北
東
部
分
約
人
分
の

一
を
発
掘
し
た
が
、
宅
地
を
区
分
す
る
施
設
が
検
出

さ
れ
な
か
っ
た
点
、
木
簡
を
含
め
、
出
土
遺
物
か
ら
官
衛
的
な
施
設
の
存
在
を

示
す
情
報
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
点
、
過
去
の
長
岡
京
の
左
京
の
宅
地
利
用
の
実

態
な
ど
か
ら
、
宅
地
の
性
格
に
つ
い
て
、
現
状
で
は

一
町
あ
る
い
は
そ
れ
以
上

を
利
用
し
た
貴
族
の
邸
宅
と
想
定
し
て
い
る
。

木
簡
は
四
点
で
、
す
べ
て
二
条
条
間
大
路
南
側
溝
Ｓ
Ｄ
三
四

一
〇
二
か
ら
出

土
し
た
。
南
側
溝
は
遺
存
状
況
が
た
い
へ
ん
良
好
で
、
幅
約

一
・
五
ｍ
、
深
さ

約
Ｏ

・
六
ｍ
を
測
る
。
主
な
共
伴
遺
物
は
、
長
岡
京
期
の
人
面
墨
書
土
器

・
土

師
器

。
須
恵
器

。
円
面
硯

・
立
体
人
形

・
斎
串

・
手
斧
柄
な
ど
で
あ
る
。

〓
一　
左
京
北

一
条
二
坊

一
・
四
町
、
東
二
坊
坊
間
西
小
路

（左
京
第
三
四
五

次
調
査
）

調
査
地
は
標
高

一
六
ｍ
前
後
の
氾
濫
原
に
位
置
す
る
。
長
岡
京
北
辺
部
の
、

北
京
極
大
路
に
面
す
る
左
京
北

一
条
二
坊

一
・
四
町
と
こ
の
宅
地
間
の
東
二
坊

坊
間
西
小
路
に
相
当
す
る
。

調
査
で
は
、
長
岡
京
期
の
大
規
模
な
流
路
と
東
二
坊
坊
間
西
小
路
の
東

・
西

両
側
溝
、
路
面
上
の
土
器
埋
納
遺
構
を
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な

が
ら
調
査
の
都
合
上
、
東
二
坊
坊
間
西
小
路
を
中
心
に
発
掘
を
実
施
し
た
た
め

に
、
両
側
の
町
内
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
町
を
画
す
る
柵
列
を
伴
わ
な
い
こ
と

以
外
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

東
二
坊
坊
間
西
小
路
は
ト
レ
ン
チ
の
北
半
部
で
検
出
さ
れ
た
長
岡
京
期
の
流

路
で
途
切
れ
て
い
る
。
小
路
は
溝
心
々
間
距
離
で
約
九

ｍ
を
測
る
。
東
側
溝
は

幅
Ｏ

。
六
ｍ
前
後
、
深
さ
○

・
六
ｍ
と
深
く
、
流
路
に
流
れ
こ
む
。
西
側
溝
は

幅
○

・
六
ｍ
、
深
さ
○

・
三
―
〇

・
〇
三
ｍ
と
次
第
に
浅
く
な
り
、
流
路
に
流

れ
こ
む
か
否
か
不
明
で
あ
る
。
西
側
溝
か
ら
約

一
ｍ
離
れ
た
路
面
上
か
ら
は
、

土
師
器
の
奏
に
土
師
器
の
椀
を
三
個
体
お
さ
め
た
土
器
埋
納
逮
構
が
検
出
さ
れ

て
い
る
。
北
半
部
の
流
路
は
幅
二
〇
ｍ
以
上
、
深
さ
二
ｍ
以
上
を
測
る
。
堆
積

土
の
上
層
は
粘
土
や
シ
ル
ト
の
互
層
で
あ
る
が
、
下
層
は
砂
礫
で

一
定
の
流
れ

が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
下
層
の
砂
礫
内
か
ら
は
長
岡
京
期
の
土
師

器
、
須
恵
器
、
木
製
品
と
、
比
較
的
多
量
の
人
面
墨
書
土
器
、
土
馬
、
ミ
ニ
チ

ェ
ア
竃

。
鍋
、
弥
生
土
器
、
縄
文
土
器
が
出
土
し
た
。



木
簡
は
東
二
坊
坊
間
西
小
路
東
側
溝
Ｓ
Ｄ
三
四
五
二
〇
か
ら

一
点
が
出
土
し

た
。
側
溝
内
か
ら
は
長
岡
京
期
の
上
師
器
や
、
金
属
器
模
造
の
須
恵
器
、
出
物

の
底
板
な
ど
が
伴
出
し
て
い
る
。

ま
た
、
東
側
濤
の
上
面
に
あ
た
る
中
世
溝
と
の
境
界
付
近
か
ら
、
民
部
省
所

管
の
倉
庫
施
設
名
で
あ
る

「庫
院
」
と
記
さ
れ
た
長
岡
京
期
須
恵
器
の
杯
蓋
が

出
土
し
た
。

四
　
左
京
三
条
二
坊
十

・
十

一
町
、
三
条
条
間
小
路
（左
京
第
三
五
人
次
調
査
）

調
査
地
は
標
高

一
二

・
人
ｍ
前
後
の
氾
濫
原
に
位
置
し
、
長
岡
京
で
は
三
条

条
間
小
路
を
含
む
左
京
三
条
二
坊
十

。
十

一
町
東
端
部
に
相
当
す
る
。

調
査
で
は
、
三
条
条
聞
小
路
南

・
北
両
側
溝
を
検
出
し
た
他
、
十
町
内
で
井

戸

一
基
、
十

一
町
内
で
落
ち
込
み

一
基
、
柱
穴
な
ど
を
確
認
し
た
。
井
戸
Ｓ
Ｅ

三
五
人
○
人
は
、　
一
辺
三
ｍ
、
深
さ

一
・
四
ｍ
の
方
形
を
呈
す
る
素
掘
り
井
戸

で
あ
る
。
埋
土
は
七
層
に
区
分
さ
れ
、
上
層
の
第

一
１
五
層
は
機
能
停
止
後
の

埋
土
、
第
六

・
七
層
は
機
能
時
の
堆
積
土
で
あ
る
。

木
簡
は
、
す
べ
て
井
戸
Ｓ
Ｅ
三
五
人
○
人
か
ら
出
上
し
た
。
現
在
整
理
中
で
、

点
数
は
未
確
定
で
あ
る
が
、
第
三

・
四
層
で
約

一
六
〇
点
、
第
七
層
井
戸
底
で

一
点
を
数
え
る
。
う
ち
人
割
以
上
は
削
暦
で
あ
る
。
第
三

・
四
層
は
木
暦
を
多

量
に
包
含
し
、
土
器
類
、
銭
貨
、
木
製
品
が
伴
出
し
た
。
ま
た
、
第
七
層
か
ら

は
斎
串

・
獣
骨

・
横
櫛
が
伴
出
し
て
お
り
、
井
戸
祭
祀
が
行
な
わ
れ
た
可
能
性

が
あ
る
。

Ｓ
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
左
京
二
条
二
坊
十
町
、
推
定
東
院
跡

Φ
Φ
牌

ω
②
の
削
婿
は
、
柾
目
材
を
横
に
使
用
し
て
、
複
数
行
を
記
載
し
た
も
の
。

記
録
簡
の
類
の
細
片
と
思
わ
れ
る
。

一
一　
左
京
二
条
三
坊
六

・
七
町
、
二
条
条
間
大
路

ω
　
。
「
＜
飢
麻
呂
雑
鮨

一
缶
」

。
「
＜
延
暦
十
三
年
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
μヽ
安
∞粟
ヽ
ｏ駕

②
　
醗
解

６

９

×

奮

９

×

｝

釦
　

⇔
８

①

　

□
永
永
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（く
ｙ
Ｏ
溢
～

寓
出

い
は
上
端
に
切
り
込
み
の
あ
る
完
形
の
付
札
。
雑
魚
鮨
を
入
れ
て
発
酵
さ
せ

た
缶
に
付
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
缶
は
容
量
三
―
五
斗
の
例
が
多
い
須
恵
器
の

(1)

半>撃

□
〔学‖〉〕

1994年出上の木簡

(4)

□ □
□ □

□

□□



中
型
貯
蔵
具
。
な
お
、
裏
面
の

「延
暦
十
三
年
」
は
長
岡
京
廃
都
の
年
を
示
す
。

②
は
下
端
を
尖
ら
せ
た
付
札
で
、
「兎
」
字
上
半
部
を
欠
損
す
る
。
古
代
、

兎
の
肉
も
当
然
食
用
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

（関
根
真
隆

『奈
良
朝
食
生
活
の

研
究
影
。
し
か
し

「兎
賠
」
は
史
料
上
初
見
。
延
喜
大
膳
式
釈
隻
祭
料
条
に

「兎
酪
」
が
み
え
る
。

〓
一　
左
京
北

一
条
二
坊

一
・
四
町
、
東
二
坊
坊
間
西
小
路

ω
　
。
「
　
　
　
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
品
品
中
中
中
　
牛
牛
　
牛

口
日

日
回
□
□
□
頁
頁
買
□
直

〔
婢
ヵ
〕

□
」

「□
□
□
占
□
□
□
組
皿
朧
酔
ビ

□
賣
　
賣
　
一買
□
□
□
□
□
□

」　　］〕∞〉〈（いい　い）〉〈９　　０∞〕

上
部
は
二
次
的
に
文
字
を
削
る
。
左

・
右
辺
が
割
れ
て
い
る
た
め
、
「頁
」

は
寿
の
可
能
性
が
あ
る
。
表

・
裏
面
と
も
同
筆
の
習
書
。　
一
。
四
旺
を
機
断
す

る
流
路
は
現
寺
戸
川

（推
定
葛
野
大
堰
下
流
）
の
旧
流
路
に
相
当
し
、
造
営
用
木

材
陸
揚
げ
地
と
し
て
約
三
〇
〇
〇
点
の
木
簡
が
出
土
し
た
左
京

一
条
三
坊
人

・

九
町

（旧
称
六
・
十
一
町
）
検
出
の
流
路

（左
京
第
二
〇
三
次
調
査
。
本
誌

一
二
号

収
載
）
と
合
流
し
て
、
桂
川
に
流
入
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
水
上
交
通
の

一
幹

線
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
の
流
路
と
、
木
簡
の
内
容
は
何
ら
か
の
関
連
性
を
有

し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

二 (2)

熟伸「下卸り刊　　Ｓ〓・／２
ф
　
郵 二 (1)―



1994年出上の木簡

(4) 四
　
左
京
三
条
二
坊
十

・
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女
五
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ｏ際

現
在
整
理
中
の
た
め
、
主
な
釈
文
の
み
掲
げ
る
。
い
は
井
戸
底
第
七
層
か
ら

出
土
。
②
以
下
は
第
三
・
四
層
か
ら
出
土
。
②
の
廷
暦
九
年

（七
九
〇
）
七
月

は
井
戸
廃
棄
年
代
の
上
限
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

０
は
下
端
に
損
傷
は
あ
る
が
、
長
さ
は
原
寸
で
あ
る
。
左

・
右
辺
は
割
れ
。

米
の
支
出
量
を
日
別
に
書
き
あ
げ
た
記
録
簡
。
表
面
は
米
の
支
出
合
計
を
初
め

に
示
し
、
被
支
給
者
ご
と
の
内
訳
を
記
す
。
「一合

は
六
合
。
裏
面
は
や
や
内

容
が
異
な
り
、
支
出
米
に
つ
い
て

「利
田
」
「無
利
田
」
と
い
う
納
入
田
ご
と

の
内
訳
と
、
白
米

・
黒
米
の
種
類
ご
と
の
内
訳
を
記
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

「利
田
」
は

『為
房
卿
記
』
寛
治
五
年

（
一
〇
九
こ

九
月
四
日
条
を
初
見
と

し
、
そ
の
意
味
を
出
挙
と
結
び
つ
け
て
解
す
る
説
と
、
官
物
減
額
措
置
と
し
て

諸
国
が
公
田
数
の
何
割
か
を
控
除
す
る
方
法
と
解
す
る
説
が
あ
る

（佐
藤
泰
弘

「平
安
時
代
の
国
の
検
田
」
『史
林
』
七
五
十
五
）。
木
簡
は

一
挙
に
三
〇
〇
年
遡
っ

た
文
字
史
料
と
な
り
、　
一
一
、　
〓

一世
紀
の
史
料
と
の
同
義
性
も
含
め
て
今
後

の
検
討
課
題
と
い
え
る
。
①

「佐
美
」
の
人
名
は
①
の
削
婿
に
も
み
え
る
。

（畦　酌林鎌歎解ヒ釈坤島離期が差
　松崎俊郎
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